
安
）薫
「
競
織
麟「
難鷺
鷲
綴
 

簿
人
名
簿
の縦
 

な
お
投
票
所
お
よ
び
投
票
区

域
は
二
面
、
別
表
の
と
お
り
で

す
。
 

議
豊
離
」
競
灘
難
、
鷲
鷺
纂
「
難
麟
 

醐
麟
鯵
験
」
繊
繋
W
聾
鎌
麟
締
 
覧
は
 

市政ダイヤル 

その日の 

行事や予定は 

でんわ⑤ 4321 

、
 

（青森県） 五 所 川 原 市 広 報 
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病
気
し
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
 

ず
い
ぶ
ん
背
が
高
い
ね
 

お
な
ま
え
書
け
ま
す
か
 

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
名
は
 

い
く
つ
ま
で
数
え
ら
れ
ま
す
か
 

あ
わ
て
ず
に
い
つ
も
の
と
お
り

し
っ
か
り
や
る
ん
だ
よ
 

そ
う
言
っ
て
る
お
母
さ
ん
の
方
が

か
え
っ
て
あ
わ
て
て
る
 

お
か
し
い
ね
マ
マ
は
 

学
校
へ
入
る
の
ボ
J
の
方
だ
よ
 

鷺
 「麟

麟
難
競
鰯
一
 

任
期
満
了
に
伴
う
五
所
川
原
市
長
選
挙
は
、
二
月
二
十
六
日
 

（月
）
告
示
さ
れ
、
三
月
八
日
 
（木
）
投
票
日
と
決
ま
り
ま
し

た
。
市
長
は
、
今
後
四
年
間
市
政
を
担
当
す
る
市
執
行
機
関
の

最
高
責
任
者
で
す
。
明
る
く
豊
か
な
住
み
よ
い
五
所
川
原
市
建

設
の
た
め
よ
く
み
、
よ
く
知
り
、
よ
く
考
え
て
忘
れ
ず
投
票
し

ま
し
よ
う
。
な
お
前
回
、
昭
和
四
十
四
年
三
月
三
十
日
行
な
わ

れ
た
市
長
選
挙
の
有
権
者
は
三
万
六
百
九
人
で
投
票
者
二
万
五

千
三
百
九
十
八
人
、
投
票
率
は
八
二

・
九
八
者
で
し
た
。
 

《昭和33年9月10日第3種郵便物特認可） 

投

票
日
時
 

三
月
八
日
 
（木
）
午
前
七
時

か
ら
午
後
六
時
ま
で
 

投
票
所
 

市
内
三
十
ニ
カ
所

（別
表
の

と
お
り
で
す
が
、
二
月
九
日
以

前
に
転
居
し
、
住
民
登
録
の
手

統
き
を
し
た
人
は
、
新
し
い
住

所
地
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
）
 

入
場

券
 

発
行
致
し
ま
せ
ん
 

開
票
は
 

三
月
八
日
午
後
七
時
か
ら
市
 
 

民
文
化
会
館
二
階
で
即
日
開
票

し
ま
す
 

選
挙

権
に

つ
い

て

△
住
所
要
件
V
 

二
月
十
六
日
現
在
で
市
内
に

三
カ
月
居
住
し

て

い
る
こ
と
 

（昭
和
四
十
七
年
十
一
月
十
六

日
ま
で
に
市
内
に
住
み
住
民
登

録
を
し
て
い
る
人
）
 

△
年
令
要
件
V
 

三
月
八
日
で
満
二
十
歳
に
な

ふ
人
（
昭
和
二
十
八
年
三
月
九

日
以
前
に
生
れ
た
人
）
 

二
月
十
八
日
 
（日
）
 
か
ら一
一

月
二
十
日
 
（火
、
ま
で
の
午
前

八
時
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で
 

不
在

者
投

票
は
 

投
票
当
日
、
投
票
所
へ
行
っ

て
投
票
で
き
な
い
人
は
、
二
月

二
十
六
日
 
（月
）
 
か
ら三
月
七

日
 
（水
）
ま
で
の
間
に
不
在
者

投
票
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

不
在
者
投
票
は
午
前
八
時
半

か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
市
選
挙

管
理
委
員
会
で
受
け
付
け
し
ま

す

（印
鑑
を

持
参
し

て
く
だ

さ
い
）
 

記
号

式
投

票
で
す

投
票
当
日
は
、
候
補
者
氏
名

の
上
の
欄
に
〇
印
を
押
す
記
号

式
投
票
で
す
。
不
在
者
投
票
は

候
補
者
の
氏
名
を
書
く
記
名
式

投
票
で
す
。
 

不
在
者
投
票
な
ど
、
そ
の
他

選
挙
に
つ
い
て
不
明
の
点
は
、
 

市
選
挙
管
理
委
員
会

（
本庁
四

階
）
、
電
話
内
線
三
二
九
番
、
 

「
玉
〇
番
に
お
問
い
あ
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

新
春
民

謡
教

室
 

2
4、

2
5の
両
日
 

市
中
央
公
民
館
と
五
所
川
原

市
民
謡
協
会
主
催
の
 
「
新
春
民

謡
教
室
」
 
は
、二
月
二
十
四
日
 

（
土
）
午
後
一
時
か
ら
と
二
十

五
日
 
（
日）
午
前
十
時
か
ら
の

二
日
間
、
市
中
央
公
民
館
で
開

き
ま
す
。
 

郷
土
芸
能
で
あ
る
民
謡
の
よ

さ
を
見
直
し
、
民
謡
の
普
及
と

将
励
の
た
め
に
開
く
も
の
で
、
 

と
く
に
初
心
者
の
参
加
を
歓
迎

し
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は

当
日
会
場
で
受
け
付
け
し
ま
す

の
で
、
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
百

円
を
ご
持
参
願
い
ま
す
。
 

①
 

  

3月8日 

 

 

豊
か
な
住
み
よ
い
 

ま
ち
づ
く
り
へ
 

 

I投票時間 

午前7時から 
午後6時まで 

 

‘
，
 

一
 

．
  

?
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住みよし、 

環境づくりに 

白

麟
糾
髭か
調
査
」
 

県
と
市
商
工
観
光
課
は
、
昭

和
四
十
八
年
二
月
一
日
現
在
の
 

「青
森
県
農
業
基
本
調
査
」
を

二
月
一
日
ー
二
月
十
五
日
ま
で

の
間
に
市
内
の
全
農
家
を
対
象

に
実
施
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
県
統
計
調
査

条
例
と
県
農
林
水
産
業
調
査
規

則
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
る
も

の
で
、
本
県
の
農
業
行
政
を
推

進
し
て
い
く
上
に
必
要
な
基
本

的
な
資
料
を
得
る
た
め
に
行
な

う
重
要
な
調
査
で
す
。
 

調
査
事
項
は
秘
 

密
に
さ
れ
ま
す
 

し
た
が
っ
て
、
調
査
事
項
は

秘
密
に
さ
れ
、
農
家
の
皆
さ
ん

に
不
利
益
に
な
る
よ
う
な
こ
と
嚇

に
は
絶
対
使
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
二

調
査
員
が
訪
れ
た
際
は
事
実
あ

？
一

り
の
ま
ま
に
申
告
し
て
い
た
だ
，
、
 

く
ょ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
調
査
事
項
は
世
帯
員
、
 

出
稼
ぎ
の
状
況
、
土
地

（休
耕
 

地
を
含
む
現
在
経
営
し
て
い
る

土
地
の
面
積
）
施
設
園
芸
、
農

用
機
械
、
家
畜
、
農
畜
産
物
の

総
販
売
金
額
で
す
。
 

耕
地
事
業
の
希
望
団
 

体
は
計
画
の
申
請
を
 

告
●
如
四
け
爪
年
度
に
耕
地
事

業
の
実
施
を
希
望
す
る
，団
体
は

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
事
業
計

画
申
請
書
に
見
取
図
と
会
議
録

を
添
え
て
市
農
林
課

へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
 

対
象
事
業
は
、
農
道
施
設
事

業
（
補
修
、
新
設
、
改
良
、
護

岸
、
橋
り
ょ
う
、
暗
き
よ
、
そ

の
他
）
と
か
ん
が
い
施
設
事
業
 

（
頭
首
工
、
溜
池
、
分
水
工
、
 

水
門
、
掛
樋
、
用
排
水
路
新
設

と
改
良
）
そ
の
他
の
事
業
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

＠
制
定
理
由

七
和
中
学
校

と
長
橋
中
学
校

の
統
合
校
と
し

て
新
発
足
す
る

た
め
 

⑨
学
校
の
教

育
目
標
 

一
、
た
く
ま

し
い
心
身
に
き

た
え
よ
う
 

一
、
豊
か
な

知
性
を
み
が
こ
 

、h
ノ
 

一
、
美
し
い
心
情
を
つ
ち
か

お
う
 

＠
図
案
 
白
紙
に
黒
一
色
で

説
明
を
付
記
す
る
こ
と
 

一
部
修
正
も
あ
り
う
る

⑥
大
き
さ
八
ッ
切
り
画
用
紙

＠
締
切
 
二
月
二
十
八
日
 

（
当
日
消
印
有
効
）
 

＠
届
先
 
市
教
育
委
員
会

⑥
賞
金
 
入
選
作
三
席
ま
で

礼
金
を
差
し
あ
げ
ま
す
。
 

＠
著
作
権
は
五
所
川
原
第
一
一

中
学
校
に
属
す
る
。
 

⑥
入
選
発
表
 

三
月
十
五
日
付
け
市
政
ニ
ユ
 

ー
ス
紙
上
 

出
稼
留
守
家
庭
の
児

童
生
徒
を
励
ま
す
 

市
出
稼
対
策
室
は
、
出
か
せ

ぎ
る
す
家
庭
の
児
童
生
徒
の
慰

安
激
励
会
を
二
月
十
日

（
土
）
 

午
後
一
時
か
ら
市
民
文
化
会
館

二
階
集
会
室
で
聞
き
ま
す
。
 

両
親
が
出
か
せ
ぎ
の
小
、
中

校
の
」
一百
五
十
人
を
招
き
、
佐
“
一

々
木
市
長
が
親
代
り
に
な
っ
て

励
ま
す
ほ
か
、
ア
ト
ラ
ク
シ
 ョ

ソ
と
し
て
映
画
を
鑑
賞
す
る
予

定
で
す
。
 

小
 
曲
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区
 
一
一

区
 
一

区
 

小
曲集
会所
 
与
曲
 

・
 

梅
沢
支
所
 

中
泉
集
会
所
 

高
野
公
民
館
 

俵
元
公
民
館
 

羽
野
木
沢
小
学
校
 

旧
前
田
野
目
小
学
校
 

長毘 
富沙 
集門 
会小 
所学 

校 

戸浅松野
沢井野里
集集木小
会会小学
所所学校

校 

飯
詰
支
所
 

飯
詰
公
民
館
 

藻三高 
川好瀬 
小中公 
学学民 
校校館 

松一金水松 
島野山野島 
会坪集尾支 
館小会集所 
学所会 
校 所 

田沖中 
川飯川 
集詰支 
会小所 
所学 

校 

湊栄五
集小所
会学川
所校原

第 

中 
学 
校 

南
小
学
校
 

市
民
文
化
会
館
 

五
所
川
原
小
学
校
 

投
 

票
 

所
 

中梅
泉田 

俵前高原
元田野子 
、野、、 

原目持羽
子 子野
へ 沢木 
紅 	沢
葉 

長
富
 

毘
沙
門
 

浅
井
 

戸
沢

（
石
田
坂
、
平
町
）
 
 

野
里
、
神
山
、
豊
成
、
福
山
 

松
野
木
（
大
開
、
福
岡
、
若
山
）
 
 

響
離
鮮
-
1
H
H

T
I
E
 

 

融
撃
欄
胆
畿
「
霧
一
鷲
一
榊
勢

1
3
I
H
I
 

 

藻鶴高 
川ケ瀬 
岡 
ノへ 

福 
井 

金
山

（
亜旦
P

、
田
中
、
野
崎
、
川
代
田
、
宮
田
）
 
 

鰍
響
米
田
、

石
岡
、
漆
川
、
馬
性
、
二
本
柳
、
唐
笠
柳
 

か
麟
崩

撃

鴛
編

夢
務

慾
曝
、

桃
崎）
十
川
町
 

田
川
 

沖
飯
詰
、
桜
田
 

長
橋

（
中
泊
、広
野
、
藤
島
）
川
山
、
種
井
 

湊
、
千
鳥
町
 

，
ー
 
 

叱
ッ
館
、
広
田
、
梅
田

（
「部
）
 
 

姥
竃

‘
（猫
測
、
「
テ
谷
、
一姥
港
）
、
稲
実
 

響

畷
蕪
蕪
 

鰯
編
麟

本
上癖
欝塚
 

籍
罵
欝

燕
町
、一
繰
夢

籍
、
旭
町
、大
町
、川
端
町
 

区
  

域
  

二中で校章募集 
締切は2月28日 



無
鰯

麟
 

△
お
た
ず
ね

V
 

病
院
な
ど
の

要
請
が
あ
れ
ば

で
か
け
て
行
っ

て
、
身
寄
り
の

な
い
入
院
患
者
 

や
身
体
の
不
自
由
な
子
供
た
ち
 

の
話
相
手
、
受
付
の
案
内
係
、
 

赤
ち
や
ん
の
オ
シ
メ
の
洗
た
く

な
ど
主
婦
に
も
で
き
る
ボ
ラ
ン

テ
イ
ァ
活
動
を
市
役
所
の
音
頭

で
育
成
し
て
は
い
か
が
で
し
よ

う
か
。
 

八
お
こ
た
え
▽
 

、
 

市
に
は
現
在
、
日
赤
奉
仕
団

が
あ
り
、
団
体
奉
仕
活
動
を
続

け
て
お
り
ま
す
が
、
ご
要
望
の

よ
う
に
病
院
な
ど
に
は
派
遺
し
 

て
お
り
ま
せ
ん
。
た
だ
市
と
し

て
は
、
現
在
寝
た
き
り
老
人
な

ど
の
家
庭
に
老
人
家
庭
奉
仕
員

を
巡
回
さ
せ
、
身
の
回
り
の
世

話
を
し
て
お
り
ま
す
。
 一
般
の

方
で
も
身
寄
り
の
な
い
方
が
入

院
し
て
困
っ
て
い
る
人
に
対
す

る
奉
仕
活
動
も
確
か
に
必
要
で

す
の
で
、
実
現
さ
せ
る
べ
く
日

赤
奉
仕
団
体
な
ど
に
呼
び
か
け

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

、
，
 

j
 

2
6団
体
、
個
人
3
0人
表
彰
 

市
産
米
、
り
ん
ご
品
評
会
 

市
の
四
十
七
年
度
産
米
共
励

会
と
り
ん
ご
立
木
品
評
会
の
表

彰
式
は
、
 一
月
十
二
日
市
民
文

化
会
館
で
行
な
わ
れ
、
産
米
共

励
会
で
十
二
団
体
（
三
六
人
）
 

と
個
人
十
六
人
、
り
ん
ご
立
木

品
評
会
で
十
四
団
体
（
四
二
人
 

）
と
個
人
十
四
人
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
 

産
米
共
励
会
 

▼
団
体
 
▽
優
等
 
俵
元
愛
 

稲
会

A
▽
一
等
 
稲
実
愛
稲
会
 

'
 

 
水
野
尾
農
事
研
究
会
▽
二
等

俵
元
愛
稲
会

B
、
桃
友
会

c
、
 

稲
実
産
米
改
善
研
究
会
▽
三
等

水
野
尾
第
一
農
事
研
究
会

B
、
 

桃
友
会

D
、
種
井
産
米
改
善
研

究
会
、
下
岩
崎
愛
農
会
、
み
ず

ほ
会
、
福
岡
農
事
研
究
会

▼
個
人
 
▽
優
等
賞
 
外
崎

栄
太
郎

（俵
元
）
▽
一
等
 
兼

成
喜
代
美
（
俵
元
）
高
橋
佐
治

兵
衛
（
水
野
尾
）
▽
二
等
 
菊

地
作
次
郎
、
工
藤
勉
、
東
茂
美
 

（
以
上稲
実
）
▽
三
等
 
三
上

卓
司
、
伊
藤
博
治

（
以
上俵
元
 

）
小
田
桐
満
昭
（
水
野
尾
）
伊

藤
実
、
荒
関
武
美
（
以
上
桃
崎
 

）
▽
努
力
賞
 
太
田
章
司
、
対

馬
慶
蔵
、
小
田
桐
長
蔵
、
伊
藤

正
春
、
小
川
シ
サ
 

り
ん
ご
立
木
品
評
会
 

▼
団
体
 
▽
優
等
賞
 
原
共

同
防
除
組
合
▽
一
等
賞
 
梅
田

中
央
共
同
防
除
組
合
、
狼
野
長

根
共
同
防
除
組
合
▽
二
等
賞

野
里
第
四
共
同
防
除
組
合
、
梅

田
上
共
同
防
除
組
合
、
俵
元
り
 
 

ん
ご
園
共
同
防
除
組
合
▽
三
等

賞
 
俵
元
り
ん
ご
園
共
同
防
除

組
合

B
、
高
野
第
一
共
同
防
除

組
合
、
金
山
省
力
生
産
組
合
、
 

長
富
り
ん
ご
生
産
組
合
、
中
泉

り
ん
ご
防
除
班
、
松
島
第
一
共

同
防
除
組
合
▽
努
力
賞
 
毘
沙

門
共
同
防
除
組
合
、
原
子
両
堤

共
同
防
除
組
合
 

▼
個
人
 
▽
優
等
賞
 
土
岐

市
五
郎
▽
一
等
賞
 
阿
部
孫
左

工
門
、
前
田
孝
彦
▽
二
等
 
阿

部
秀
幸
、
須
藤
司
、
斎
藤
勇
▽

三
等
 
伊
藤
九
郎
、
外
崎
富
保

阿
部
直
一
、

宮
崎
嘉
四

蔵
、
 

村
田
忠
雄
▽
努
力
賞
 
斎
藤
健

四
郎
、
阿
部
鉄
四
郎
、
北
川
又

一
郎

（敬
称
略
）
 

廃
車
、
名
儀
変
更
 

の
 
手
続

き

を
 

毎
年
軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車

や
名
儀
変
更
な
ど
が
相
当
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
手
続
き
の
遅
れ

か
ら
、
課
税
後
の
処
理
が
繁
雑

を
き
わ
め
て
い
ま
す
。
 

バ
イ
ク
、
耕
転
機
な
ど
の
廃

車
や
名
儀
変
更
の
あ
っ
た
場
合

は
印
鑑
（
廃
車
の
場
合
は
ナ
ソ

バ
ー
。フ
レ
ー
ト
も
）
持
参
の
う

え
、
で
き
る
限
り
二
月
中
に
市

税
務
課
で
手
続
き
を
完
了
し
て

く
だ
さ
い
。
 

軽
目
動
車
、
 一
二
五
？
を
超

え
る
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
の
廃
車

や
名
儀
変
更
は
で
き
る
限
り
一
一

月
中
に
陸
運
事
務
所
（
青
森
市

浦
町
奥
野
八
八
の
六
、
電
話
青

森
、
市
外
局
番
〇
一
七
七
②
〇

一
二
六
番
）
で
手
続
き
を
完
了

し
て
く
だ
さ
い
。
 

1
納
税
通
知

書
の
宛

J
 

r
名
で
お
願
い

L
 

四
十
七
年
度

か
ら
税
の
事
務

が
コ
ン
ピ
ュ

ー
 

タ
ー
処
理
さ
れ

納
税
通
知
書
や

督
促
状
な
ど
の

あ
て
名
が
カ
タ

カ
ナ
に
な
っ
た

こ
と
は
ご
承
知

か
と

思
い

ま

す
。
 

と
こ
ろ
が
こ

の
読
み
方
に
誤

り
が
あ
り
、
い

ろ
い
ろ
ご
指
摘

を
受
け
て
お
り

ま
す
が
、
こ
れ

を
四
十
八
年
度
 
 

で
訂
正
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
市
税
務
課
か
各
支
所
、
 

ま
た
は
所
属
す
る
納
税
貯
蓄
組

合

へ
二
月
末
日
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
る
ょ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

一
除
雪

後
の
雪
は

投

J
 

r
返
さ
な
い
よ
う
に

L
 

市
か
ら
道
路
の
除
雪
後
の
処

理
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

冬
期
間
は
積
雪
の
た
め
除
雪

車
が
通
っ
た
あ
と
、
道
路
の
両

側
に
溜
ま
っ
た
雪
を
、
さ
ら
に

ス
コ
 
ッ
プな
ど
で
路
面
に
投
げ

捨
て
で
い
る
人
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
が
、
や
め
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
？
 

除
雪
車
が
通
っ
た
あ
と
店
や

玄
関
な
ど
の
出
入
り
口
に
溜
ま

っ
た
雪
は
、
出
入
り
口
の
脇
に

積
み
上
げ
る
か
、
空
き
地
や
川

原
な
ど
他
人
の
め
い
わ
く
の
か

か
ら
な
い
場
所
に
運
ん
で
も
ら

い
ま
す
。
 

！●
」
三
●
三
●
」
三
，
」
‘
 

個
人
事
業
税
の
申
 

告
手
続
き
が
変
る
 

事
業
所
得
者
で
、
所
得
税
を

納
め
な
い
人
で
も

「
住
民
税
の

申
告
書
を
提
出
す
れ
ば
、
個
人

事
業
税
の
申
告
が
あ
っ
た
も
の

と
み
な
さ
れ
る
」
 
こ
とに
な
り

ま
す
。
 

こ
れ
は
、
現
在
の
所
得
税
の

申
告
一
本
化
に
加
え
て
、
四
十

七
年
度
の
地
方
税
法
の
改
正
に

よ
り
、
申
告
手
続
き
が
さ
ら
に

簡
略
化
さ
れ
た
も
の
で
、
四
十

七
年
所
得
分
の
申
告
か
ら
適
用

さ
れ
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
所
得
税
の
確

定
申
告
書
ま
た
は
住
民
税
の
申

告
書
を
提
出
し
た
場
合
は
、
個

人
事
業
税
の
申
告
書
を
出
さ
な

く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
た
わ

け
で
す
。
 

た
だ
、
こ
の
申
告
制
度
の
改

正
に
よ
り
、
住
民
税
の
申
告
書

に
 
「
事
業
税
に
関す
る
事
項
」
 

の
記
載
欄
が
設
け
ら
れ
ま
し
た

の
で
、
記
載
事
頃
の
説
明
書
き

に
注
意
さ
れ
、
該
当
す
る
場
合

は
も
れ
な
く
記
載
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
 

表彰を受ける生産者たち 



市
観
光
協
会
主
催
の
 
「
五所
 
商

工
観
光
課
内
）
商
工
会
議
所
 

薫
 

灘
鋳
纏
麟
馴
 

2
月
1
8日
 

繊
羅
il峰
（
「I
」
臨
」）
蛇w
 

都
会
の
街
並
を
歩
い
て
い
ま

す
と
、
 ェ
ル
ム
と
い
う
名
の
喫

茶
店
や
洋
装
店
に
出
あ
う
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
 
「
エ

ル
ム
学
園
《
・
北大
」
と
い
っ
た

と
と
ば
も
あ
る
ほ
ど
エ
ル
ム
の

名
は
私
た
ち
の
心
に
定
着
し
て

い
ま
す
。
 

エ
ル
ム
と
い
え
ば
、
西
洋
の

樹
を
連
想
し
、
北
海
道
大
学
の

シ
ン
ボ
ル
樹
と
な
っ
て
い
る
こ

の
樹
も
西
洋
か
ら
移
入
し
て
植

え
た
も
の
だ
と
考
え
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
 

糾
 

エ
ル
ム
は
日
本
在
来
の
樹
で
、
 

北
海
道
、
東
北
地
方
の
先
住
民

で
あ
っ
た
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
か

ら
は
神
の
樹
と
し
て
あ
が
め
ら

れ
て
い
た
の
で
す
。
 

植
物
学
上
の
和
名
は

ハ
ル
ニ

レ
で
す
が
、
 ェ
ル
ム
と
北
海
道
 

エ
 
ル
 
ム
 

（
ニ
 
レ
 

科

）
 

で
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、
札
幌

農
学
校
を
拡
張
し

つ
つ
あ
っ
た

と
き
、
外
人
教
師
た
ち
が
故
郷

の
北
米
と
共
通
で
あ
％
こ
の
ニ

レ
を
惜
し
み
、
大
事
に
残
し
て

も
ら
い
た
い
と
い
っ
た
こ
と
か

ら
現
在
の
巨
木
の
森
と
な
り
、
 

ニ
レ
属
の
英
名
 
「
エル
ム
」
 
で

と
お
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。
 

エ
ル
ム
即
ち
ハ
 
ルニ
レ
は
、
 五

所
川
原
市
を
中
心
と
し
た
津
軽

地
方
に
も
多
く
生
え
て
い
ま
す

の
で
実
物
を
見
て
い
る
方
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

五
所
川
原
で
は
ェ
ル
ム
と
も

ハ
ル
ニ
レ
と
も
呼
ば
ず
 
「
ツ
ヅ

ギ
ダ
モ
」
 
と言
っ
て
い
ま
す
の

で
、
標
題
の
名
だ
け
で
は
実
物

が
思
い
浮
か
ば
な
か
っ
た
方
も

あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
 

エ
ル
ム
は
五
所
川
原
市
の
シ

ン
ボ
ル
樹
で
も
あ
り
ま
す
。
 

〇
 

〇
 

ー
 

④
 川

原
雪
ま
つ
り
」
 
は
、二
月
十

八
日
（
日
）
市
民
文
化
会
館
な

ど
三
つ
の
会
場
で
行
な
わ
れ
、
 

雪
国
の
女

コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
多

彩
な
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ど
な
た
も
お
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
雪
国
の
女
コ
ン
ク
ー
ル
 

日
時
 
二
月
十
八
日
午
前
十

時
 場

所
 
市
民
文
化
会
館

種
目
 
カ
ク
マ
キ
姿
、
モ
ン

ぺ
姿
、
そ
の
他
冬
の
和
服
姿

入
賞
 
各
一
位
ー
五
位

▼
民
謡
歌
謡
コ
ン
ク
ー
ル
 

二
月
十
八
日
午
前
十
時
 

市
民
文
化
会
館
 

民
謡
の
部
、
歌
謡
の
部
 

各
一
位
ー
十
位
 

▼
タ
コ
上
げ
大
会
 

二
月
十
八
日
午
前
十
一
時
 

北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

参
加
資
格
 
県
内
在
住
者
 

一
般
、
中
高
校
生
、
小
学
生
 

各
一
位
ー
十
位
 

以
上
申
込
、
締
切
は
二
月
十
 

1
1
1
日
 

申
込
先
 
市
観
光
協
会

（
市
 
 

市
内
各
農
協
 

▼
雪
人
形
コ
ン
ク
ー
ル
 

日
時
 
製
作
 
二
月
十
七
日

午
後
か
ら
二
月
十
八
日
午
前
中

審
査
 
二
月
十
八
日
午
後
一

時
 場

所
 
市
庁
舎
お
祭
り
広
場

参
加
資
格
 
市
内
子
ど
も
会

育
成
会
お
ょ
び
子
ど
も
会

（町

内
、
部
落
単
位
の
団
体
で

ー
チ
 

ー
ム
五
人
以
内
）
 

申
込
締
切
 
二
月
十
三
日

申
込
先
 
市
観
光
協
会

（
市

商
工
観
光
課
内
）
教
育
委
員
会
 
 

太
陽
と
雪
の
課
 

た
だ
し
当
日
積
雪
の
な
い
場
 

合
は
中
止
 

▼
児
童
絵
画
展
 

展
示
 
二
月
十
八
日
午
前
九
 

時
 審

査
・
二
月
十
七
日
午
後
一
 

時
 場

所
 
市
民
文
化
会
館
ホ

ー
 

ル
ロ
ビ

ー

J
 

募
集
絵
画
 
「
津
軽
の
冬
景

色
」
 
を
テー
マ
に
し
た
も
の
 

応
募
方
法
 
一
人
二
点
以
内

と
し
作
品
の
裏
に
校
名
、
学
年

氏
名
を
記
入
し
各
学
校
で
取
り

ま
と
め
の
う
え
二
月
十
三
日
ま

で
市
教
育
委
員
会
、
太
陽
と
雪

の
課
必
着
の
こ
と
 

1
工
事

指
名
‘
馴

J
 ・

ー
い
 
の
提

出

を

L
 

喜
 

昭
和
四
十
八
年
度
に
市
で
発

注
す
る
土
木
、
建
築
工
事
の
指

名
を
受
け
よ
う
と
す
る
業
者
は

建
設
省
の
指
定
す
る
様
式
に
従

っ
て
二
日
二
十
八
日
 
（
水
）
 
正

午
ま
で
市
建
設
課
庶
務
係
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

明
日
を
開
く
映
画
の
会
 

▽
と
き
 
二
月
三
日
（
土
）
 

午
後
二
時

ー
四
時
 

▽
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

ホ
ー
ル
 

▽
上
映
映
画
 

「
ち
び
っ子

レ
ミ
と
名
犬
カ
ピ
」
 
「
う
ぐい

す
の
里
」
 

市県民税の 
「申告相談所」開く 

昭和肥年度の市県民税の申告時期（ 2 月12 
日～ 3 月15日）がまいりました。市では、税

の正確を期し、税の申告がしやすいように次

の日程で市県民税の「申告相談所」 を設け相

談に応じますのでお気軽においでください。 

なお、 3 月分の日程は 2 月巧日付け市政ニ

ユースに掲載します。 

地区 月 	日 曜 相談 会場 時 	間 対 	象 	区 	域 

七
 
和
 
 

〔
ノ」
 

〔
‘
  

(
Z
 
(
'v
 
 

・
 

ク
 
・
 
ク
 

月
ク
火
ク
 

羽野木沢公民館 9.00-15 00 原子、俵元 
高野公民館 
羽野木沢公民館 

ク 

ク 
高野 
羽野木沢、持子沢 

前田野目公民館 ク 前田野目 
長
 

橋
  

〔
乙
 
〔
乙
 

 

4
‘
 
に
J
 
 

・
 

ク
 
・
 
ク
 

水
ク
木
ク
 

長
松
長
松
梅

支
木
支
木
支

所
小
所
小
所

学
 
学
 
校
 
校
 

橋
野
橋
野
沢

ク
  

9.O0-15.0O 浅井、福山、豊成 
ク 

ク 

ク 

福岡、松野木 
野里、杉派立、神山 
若山、石田坂、戸沢 

梅
沢
  

2
62
7
 

 

金
土
  

9.00-15.00 
ク 

梅中
 
田

泉
 松

 
島
  

（
乙2

（
乙
 
 

.
 
.
 
.
  

9
0
・
ー
 
 

（
ノ‘
（
ノ」
 
 

月
火
水
 

松島支所 9.00-15.00 水野尾、米田、唐笠柳、漆川 
ク 

ク 

ク 

ク 
吹畑、石岡、金山 
一野坪、太刀打、松島町 

2
2
2
 
2
3
4
 

 

.
 
.
 
.
  

2
2
っ
‘
 
 

木
金
土
 

栄支所 9.00-15.00 稲実、姥落 
栄 ク 

ク 

ク 

9.00- 12. 00 
七ッ館、広田 
湊 

小
曲
  

2 ・24 土 小曲集会所 9.00-12.00 小曲 

っ
」
。
ノ

」
2
  

（
乙
（
ノ
」
〔
乙
  

6
7
8
 
 

.
 

．
 

・
 

月
火
水
  

「
一
 

所支
  

好
ク
ク
 
 

9.00-15. 00 
ク 

鶴
 
ケ
 
岡
 

瀬
川

高
藻
ク
 

好 ク 

r
 

'
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